
令和３年４月１日発行第96号

くろかわ広域

地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,507 19,716
大和町 28,261 12,004
大郷町 7,901 2,833
大衡村 5,860 2,103
計 94,529 36,656

令和 3年 2月28日現在

　マテリアルリサイクル推進施設に併設された
ペットボトル減容機でのペットボトル手選別の
様子です。
　１日1.5ｔのペットボトルが処理され、様々
な製品にリサイクルされます。

マテリアルリサイクル推進施設
４月稼動開始! !



黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
　
30
年
の
あ
ゆ
み 

〜
限
り
な
い
未
来
に
向
け
て
〜

４
月　
　
・�

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
設
立
（
大
和
町
吉
岡
字
館
下
）

　
　
　
　
・
教
育
委
員
会
を
設
置

１
月　
　
・
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
設
置

５
月　
　
・
救
急
救
命
士
第
一
号
誕
生

４
月　
　
・
黒
川
消
防
署
大
衡
出
張
所
開
所

２
月　
　
・
組
合
事
務
所
移
転
（
大
和
町
吉
田
字
新
要
害
）

４
月　
　
・
公
立
黒
川
病
院
新
築
移
転
・
診
療
開
始

　
　
　
　
・
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
粗
大
ご
み
処
理
施
設
稼
働

７
月　
　
・
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
減
容
施
設
稼
働

４
月　
　
・
黒
川
消
防
署
富
谷
出
張
所
新
築
移
転

５
月　
　
・
く
ろ
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
所

８
月　
　

 

・
介
護
認
定
審
査
会
設
置

４
月　
　
・�

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
埋
立
開
始

　
　
　
　
・
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入

　
　
　
　
・
適
応
指
導
教
室
「
黒
川
け
や
き
教
室
」
開
所

３
月　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
リ
ウ
マ
チ
科
、
麻
酔
科
診
療
開
始

４
月　
　
・
消
防
職
員
定
数
「
１
１
３
人
」
に
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月　
　
・
黒
川
消
防
署
大
郷
出
張
所
新
築
移
転　
救
急
隊
配
置

７
月　
　
・
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
発
生　

　
　
　
　
　
　

�

大
崎
地
域
へ
応
援
出
場　
活
動
期
間
１
日
間　
延
べ
人
員
２
名

　
　
　
　
・
小
・
中
学
校
結
核
対
策
委
員
会
の
設
置
及
び
業
務
開
始

４
月　
　
・�
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
減
容
施
設
稼
働

　
　
　
　
・
消
防
組
織
法
に
基
づ
く
緊
急
消
防
援
助
隊
の
登
録

10
月　
　
・�

公
立
黒
川
病
院
の
指
定
管
理
者
に（
社
）地
域
医
療
振
興
協
会
と
決
定

４
月　
　
・
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
祝
日
の
ご
み
受
け
入
れ
開
始

　
　
　
　
・�

公
立
黒
川
病
院
・
く
ろ
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
運
営
を

指
定
管
理
者
制
に
移
行
（
代
行
制
）

７
月　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
産
婦
人
科
診
療
再
開

10
月　
　
・
機
構
改
革
（
理
事
会
事
務
部
局　
３
班
体
制
に
移
行
）

３
月　
　
・
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
設
置

９
月　
　
・�

公
立
黒
川
病
院　
療
養
病
棟
（
60
床
）
が
完
成
し
、
地
域
医
療
振
興
協

会
よ
り
受
贈

　
　
　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入

　黒川地域行政事務組合は平成３年４月１日
に、公立黒川病院組合、黒川地区消防事務組
合を解散し、黒川地区行政事務組合に事務を
継承し組合名を改称してから令和３年４月１
日で30周年を迎えました。
　この度30周年を迎えることができました
のは、黒川地域住民の皆さまのご理解とご協
力のおかげと心から感謝申し上げます。
　今後とも広域行政の一層の充実を目指し努
力してまいりますのでよろしくお願いいたし
ます。

平
成
３
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

Ｈ９．４　公立黒川病院新築移転

Ｈ３．４　調印式

Ｈ13．４　一般廃棄物最終処分場埋立開始

広域くろかわ

2広域くろかわ 第96号



４
月　
　
・
会
計
管
理
者
制
移
行

　
　６

月　
　
・
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
発
生

　
　
　
　
　
　
栗
原
市
へ
応
援
出
場　
活
動
期
間
９
日
間　
延
べ
人
員
52
名

10
月　
　
・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
処
理
水
移
送
に
よ
る
河
川
放
流
開
始

４
月　
　
・
機
構
改
革
（
消
防
本
部　
４
課
体
制
に
移
行
）

12
月　
　
・
消
防
職
員
定
数
「
１
３
５
人
」
に
改
正

３
月　
　
・
東
日
本
大
震
災
発
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川
浄
斎
場　
敷
地
内
法
面
一
部
隆
起　
施
設
入
口
付
近
路
面　
一

部
破
損

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
敷
地
内
法
面
、
搬
入
路　
大
規
模
崩
落

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
搬
入
路　
一
部
陥
没
、
焼
却
施
設
基
礎
部　

地
盤
沈
下
発
生
、
焼
却
施
設
煙
突　
亀
裂
発
生
、
焼
却
炉
内
耐
火
物

落
下

黒
川
け
や
き
教
室　
建
物
全
体
に
ゆ
が
み
発
生
、
玄
関
ド
ア　
ガ
ラ

ス
破
損

消
防
本
部
庁
舎　
一
部
損
壊

消
防
本
部
内
に
警
防
本
部
を
設
置
し
、
震
災
対
応

�

塩
釜
地
区
・
石
巻
地
区
へ
応
援
出
場　
活
動
期
間
66
日
間　
延
べ
人

員
１
６
６
人

４
月　
　
・
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
し
尿
処
理
施
設
の
維
持
管
理
を
民
間
に
委
託

５
月　
　
・�

黒
川
け
や
き
教
室
「
大
和
町
小
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
地
内
に

移
転

１
月　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入

２
月　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
泌
尿
器
科
診
療
開
始

４
月　
　
・
黒
川
消
防
署
大
衡
出
張
所
増
改
築　
救
急
隊
配
置

８
月　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
産
科
休
診

３
月　
　
・
東
日
本
大
震
災
災
害
復
旧
事
業
完
了

４
月　
　
・
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

　
　
　
　
・
消
防
救
急
無
線
施
設
・
設
備
（
デ
ジ
タ
ル
方
式
）
運
用
開
始

　
　
　
　
・
宮
城
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
災
害
廃
棄
物
埋
立
て
に
関
す
る
協
定
締
結

３
月　
　
・
消
防
本
部
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
完
工

４
月　
　
・
黒
川
け
や
き
教
室
「
富
谷
町
複
合
公
共
施
設
・
け
や
き
館
」
に
移
転

　
　
　
　
・
機
構
改
革（
理
事
会
事
務
部
局　
３
課
体
制
に
移
行
）

　
　
　
　
・
黒
川
浄
斎
場　
火
葬
施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
へ
委
託

　
　
　
　
・
障
害
者
自
立
支
援
審
査
会
を
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
に
改
称

４
月　
　
・
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
開
始

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

Ｈ23．３　東日本大震災被災状況（環境衛生センター法面崩落）

Ｈ25．４　高機能消防指令センター

Ｈ23．３　東日本大震災　応援出場（ヘリへ給油活動）

Ｈ27．９　関東・東北豪雨発生

限りない未来に向けて…広域行政

3 広域くろかわ 令和３年４月号



９
月　
　
・
関
東
・
東
北
豪
雨
発
生　
黒
川
地
域
に
甚
大
な
被
害

消
防
本
部
庁
舎
40
㎝
床
上
浸
水　
消
防
車
両
６
台
、
職
員
の
自
家
用

車
42
台
水
没
。
庁
舎
用
品
多
数
水
損
。

組
合
事
務
所
１
ｍ
15
㎝
床
上
浸
水
。
公
用
車
３
台
水
没
。

公
立
黒
川
病
院
15
㎝
床
上
浸
水
。

１
月　
　
・�

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
（
発
生
量
１
、３
３
０
ｔ
：
う
ち

可
燃
物
９
７
７
ｔ　
不
燃
物
３
３
６
ｔ　
処
理
不
適
物
17
ｔ
）
処
理
完
了

　
　
　
　
　
仙
台
市
及
び
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
の
受
け
入
れ
協
力
に
よ
り
完
了

４
月　
　
・
消
防
職
員
定
数
「
１
４
５
人
」
に
改
正

　
　
　
　
・�

富
谷
出
張
所
へ
救
急
隊
を
増
隊
：
２
隊
配
置（
南
部
地
域
の
救
急
体
制
の
強
化
）

　
　
　
　
・
公
立
黒
川
病
院　
心
療
内
科
診
療
開
始

　
　
　
　
・
新
教
育
委
員
会
制
度
へ
移
行

８
月　
　
・
台
風
第
10
号
発
生　
岩
手
県
へ
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣

　
　
　
　
　
　
活
動
期
間
10
日
間　
延
べ
人
員
70
人

10
月　
　
・�

富
谷
町
市
制
施
行
に
よ
り
、
黒
川
消
防
署
富
谷
出
張
所
が
署
へ
昇
格
し
、

富
谷
消
防
署
開
署

10
月　
　
・�

組
合
事
務
所
移
転
（
大
和
町
吉
岡
字
下
町
）

３
月　
　
・
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
新
ご
み
焼
却
施
設
稼
働

９
月　
　
・
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生

　
　
　
　
　
　
北
海
道
へ
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣

　
　
　
　
　
　
活
動
期
間
６
日
間　
延
べ
人
員
７
人

10
月　
　
・
小
・
中
学
校
結
核
対
策
委
員
会
の
廃
止

12
月　
　

 

・
公
立
黒
川
病
院　
皮
膚
科
診
療
開
始

４
月　
　
・
女
性
消
防
吏
員
２
名
を
初
採
用

10
月　
　
・
令
和
元
年
台
風
第
19
号
発
生　

　
　
　
　
　
　
吉
田
川
堤
防
決
壊
な
ど
、
黒
川
地
域
に
甚
大
な
被
害

　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
庁
舎
30
㎝
床
上
浸
水

　
　
　
　
　
　
丸
森
町
へ
応
援
出
場　
活
動
期
間
７
日
間　
延
べ
人
員
31
人

４
月　
　
・
人
事
評
価
制
度
開
始

　
　
　
　
・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
移
行

６
月　
　
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

　
　
　
　
・
１
１
９
番
通
報
三
者
間
同
時
通
訳
多
言
語
対
応
サ
ー
ビ
ス
運
用
開
始

３
月　
　
・
黒
川
け
や
き
教
室
閉
所

４
月　
　
・�

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
（
管
理
棟
・

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
２
台
新
設
、
新
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
減
容
機
）
稼
働

　
　
　
　
・
消
防
職
員
定
数
「
１
６
７
人
」
に
改
正

　
　
　
　
・
機
構
改
革
（
理
事
会
事
務
部
局　
課
内
グ
ル
ー
プ
制
か
ら
係
制
に
移
行
）

　
　
　
　
・�

公
立
黒
川
病
院
・
く
ろ
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
指
定
管
理
期

間
変
更（
令
和
17
年
度
ま
で
延
長
・
代
行
制
か
ら
利
用
料
金
制
へ
移
行
）

Ｈ28．８　台風第10号　緊急消防援助隊派遣時活動

Ｈ29．10　組合事務所移転

Ｈ28．10　富谷消防署開署式

Ｈ30．３　新ごみ焼却施設稼働

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
２
年

令
和
３
年

平
成
31
年
・

令
和
元
年

平
成
27
年

広域くろかわ
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理事会
理事長（大和町長）

氏　名 就任月日 退任月日
木　幡　恒　雄 平成３年４月１日 平成11年10月８日
浅　野　　　元 平成11年10月９日 在任中

理事長職務代理者（大郷町長）
氏　名 就任月日 退任月日

鈴　木　　　直 平成３年４月１日 平成９年８月23日
田　中　　　学 平成９年９月７日 平成21年９月６日
赤　間　正　幸 平成21年９月７日 平成25年９月６日
田　中　　　学 平成29年９月７日 在任中

理事（富谷市長・富谷町長）
氏　名 就任月日 退任月日

若　生　照　男 平成３年４月１日 平成18年12月21日
若　生　英　俊 平成19年2月11日 平成27年２月10日
若　生　裕　俊 平成27年2月11日 在任中

理事（大衡村長）
氏　名 就任月日 退任月日

佐　野　小太郎 平成３年４月１日 平成８年５月31日
跡　部　昌　洋 平成８年７月１日 平成27年４月８日
萩　原　達　雄 平成27年4月26日 在任中

議　会
議　長

氏　名 就任月日 退任月日
上　野　周　治 平成３年４月５日 平成４年３月31日
山野川　辰　治 平成４年４月13日 平成８年３月31日
門　間　健三郎 平成８年４月10日 平成12年３月31日
遠　藤　眞　彌 平成12年４月28日 平成16年３月31日
鶉　橋　浩　之 平成16年４月21日 平成20年３月31日
中　川　久　男 平成20年４月11日 平成24年３月31日
平　渡　髙　志 平成24年４月27日 令和２年３月31日
犬　飼　克　子 令和２年５月26日 在任中

副議長
氏　名 就任月日 退任月日

大　友　守　之 平成３年４月５日 平成３年６月30日
伊　藤　嘉　男 平成３年７月12日 平成11年６月30日
武　藤　淳　一 平成11年８月２日 平成15年６月30日
高　橋　文　衛 平成15年７月18日 平成17年８月31日
千　葉　勇　治 平成17年９月１日 平成19年６月30日
浅　野　　　誠 平成19年７月23日 平成21年９月２日
石　川　秀　雄 平成21年10月23日 平成23年９月10日
高　橋　壽　一 平成23年10月27日 平成27年９月10日
石　垣　正　博 平成27年10月23日 平成29年７月11日
若　生　　　寬 平成29年８月10日 令和元年９月10日
和　賀　直　義 令和元年10月28日 在任中

消防長
氏　名 就任月日 退任月日

村　元　敏　一 平成３年４月１日 平成９年３月31日
菅　野　　　裕 平成９年４月１日 平成11年３月31日
三野宮　定　夫 平成11年４月１日 平成15年３月30日
磯　部　俊　彦 平成15年４月２日 平成17年３月31日
三野宮　定　夫 平成17年４月１日 平成19年３月31日
田　村　雄　二 平成19年４月１日 平成20年３月31日
佐　藤　勝　志 平成20年４月１日 平成22年３月31日
大　友　司　郎 平成22年４月１日 平成25年３月31日
大　友　秀　也 平成25年４月１日 平成26年３月31日
恵　津　春　芳 平成26年４月１日 平成28年３月31日
千　葉　　　清 平成28年４月１日 平成30年３月31日
坪　子　一　夫 平成30年４月１日 平成31年３月31日
佐　藤　喜　好 平成31年４月１日 令和３年３月31日
石　川　　　勉 令和３年４月１日 在任中

議員選出監査委員
氏　名 就任月日 退任月日

阿　部　　　武 平成３年４月５日 平成３年４月29日
鳥　沢　喜己夫 平成３年７月12日 平成７年４月29日
江　本　弘　敏 平成７年５月24日 平成11年４月29日
蜂　谷　　　武 平成11年５月27日 平成15年４月29日
尾　形　昭　夫 平成15年５月28日 平成19年４月29日
磯　前　　　武 平成19年５月29日 平成23年９月10日
小　泉　　　光 平成23年10月27日 平成27年９月10日
相　澤　　　榮 平成27年10月23日 平成29年９月15日
山　路　清　一 平成29年11月13日 令和元年９月10日
浅　野　直　子 令和元年10月28日 在任中

教育委員会
教育長

氏　名 就任月日 退任月日
相　澤　　　榮 平成３年４月５日 平成８年12月31日
平　井　幹　夫 平成９年１月１日 平成12年９月30日
堀　籠　美　子 平成13年１月１日 平成24年12月31日
上　野　忠　弘 平成25年２月15日 在任中

助　役
氏　名 就任月日 退任月日

今　野　　　繁 平成３年８月１日 平成５年３月31日
鈴　木　　　晃 平成５年４月１日 平成７年３月31日
金　野　　　勉 平成７年４月１日 平成９年３月31日
菅　野　　　裕 平成９年４月１日 平成11年３月31日
三野宮　定　夫 平成11年４月１日 平成19年４月１日
佐　野　英　俊 平成23年４月１日 平成31年３月31日
鎌　田　節　夫 平成31年４月１日 在任中

監　査
代表監査委員（識見監査委員）

氏　名 就任月日 退任月日
伊　藤　誠　一 平成３年４月５日 平成11年４月４日
早　川　　　満 平成11年４月５日 平成15年４月４日
増　子　昭　一 平成15年４月５日 平成19年４月４日
熊　谷　喜久雄 平成19年４月５日 平成31年3月31日
佐々木　　　修 平成31年４月１日 在任中

～ 黒川地域行政事務組合 歴代特別職 〜

限りない未来に向けて…広域行政
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議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

❖ 
令
和
２
年

第
６
回
定
例
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

　

令
和
２
年
12
月
24
日
に
、
令
和
２

年
第
６
回
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、

理
事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�　

�　

公
立
黒
川
病
院
の
医
療
体
制
の

充
実
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の

か
。
外
来
診
療
担
当
表
で
患
者
様

に
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、
毎
月

の
発
行
で
安
定
さ
れ
て
な
い
が
、

事
務
組
合
で
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

�　

�　

常
勤
医
師
の
体
制
は
現
在
15
名

と
な
っ
て
い
る
。
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
に
は
、
医
師
の
確

保
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
認

識
の
下
で
、
医
療
確
保
に
向
け
て

努
力
し
て
い
る
。
医
師
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
東
北
大
学
の
各
医
局

に
対
し
て
継
続
的
に
医
師
派
遣
の

依
頼
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
医
療

振
興
協
会
で
は
、
自
治
医
科
大
学

を
は
じ
め
と
し
て
、
独
自
の
医
師

確
保
の
努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
医
療
界
全
体
と
し
て

医
師
不
足
の
た
め
に
、
な
か
な
か

医
師
確
保
が
難
し
く
苦
労
し
て
い

る
現
状
に
あ
る
。

�　

�　

２
点
目
の
、
外
来
診
療
担
当
表

に
つ
い
て
は
、
毎
月
発
行
し
て
い

問答

る
も
の
で
、
常
勤
医
師
の
担
当
変

更
に
つ
い
て
は
退
職
、
着
任
等
の

人
事
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
変
更

し
て
お
り
、
黒
川
病
院
も
早
い
周

知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今

後
も
患
者
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
、
常
勤
医
師

の
確
保
に
努
め
る
一
方
で
、
東
北

大
学
の
各
医
局
と
の
連
携
を
密
に
、

ス
ム
ー
ズ
な
情
報
伝
達
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

 　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
介
護
認
定

審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
障
害
支
援

区
分
認
定
審
査
会
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

予
算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
介
護
認
定

審
査
会
特
別
会
計
予
算

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

　
　
　
　
　
　
　

課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
号

公
立
黒
川
病
院
の

医
療
体
制
に
つ
い
て

　
千　
坂　
裕　
春 

議
員

（
大
和
町
）

質
問
者 一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　

職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
介
護
認
定

審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
障
害
支
援

区
分
認
定
審
査
会
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
28
号

❖ 

令
和
３
年

第
１
回
定
例
会 

❖

❖ 
可
決
議
案

　

令
和
３
年
２
月
19
日
に
、
令
和
３

年
第
１
回
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、

理
事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議

案
が
可
決
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
13
号
か
ら
18
号
が

可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
、

公
立
黒
川
病
院
及
び
く
ろ
か
わ
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定
管
理
方

法
を
令
和
3
年
度
よ
り
こ
れ
ま
で
の

「
代
行
制
」
か
ら
「
利
用
料
金
制
」

へ
切
り
替
え
、
平
成
17
年
度
か
ら
公

益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
に

管
理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
指
定
管

理
期
間
が
令
和
17
年
度
ま
で
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

広域くろかわ
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覚
協
議
会
、
通
称
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
設
立
し
、
大
和
町
の
公

民
館
に
事
務
局
を
置
き
、
当
時
の

視
聴
覚
の
主
流
と
も
言
え
る
、
16

ミ
リ
映
写
の
技
術
者
養
成
を
は
じ

め
、
フ
ィ
ル
ム
の
貸
出
し
な
ど
、

公
民
館
・
社
会
教
育
事
業
の
一
端

を
担
っ
て
き
た
。

　

�　

平
成
３
年
４
月
に
一
部
事
務
組

合
の
統
合
、
い
わ
ゆ
る
現
在
の
黒

川
地
域
行
政
事
務
組
合
の
設
立
に

併
せ
、
名
称
を
視
聴
覚
教
材
セ
ン

タ
ー
に
改
め
、
組
合
の
事
務
事
業

に
加
え
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
度
の
視
聴

覚
教
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績
も

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

�　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、 

本
年
３
月
末
で

適
応
指
導
教
室
「
け
や
き
教
室
」

事
業
も
廃
止
に
な
り
、
組
合
教
育

委
員
会
所
管
の
事
業
が
視
聴
覚
教

材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
け
に
な
る

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
意
見

も
踏
ま
え
、
今
後
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

書
で
は
「
浄
」
の
意
味
に
つ
い
て

は
「
浄
化
」「
洗
浄
」
等
の
「
き

よ
め
る
」
と
い
う
意
味
と
「
浄

土
」「
浄
財
」
等
の
「
き
よ
ら

か
・
き
よ
い
」
と
い
う
意
味
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、

汚
い
も
の
、
け
が
れ
た
も
の
を
清

め
る
と
い
う
意
図
で
は
な
い
と
推

測
し
て
い
る
。

　

�　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
事
業
と
し
て
計
画
し
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。

�　

�　

教
育
委
員
会
所
管
事
業
の
視
聴

覚
教
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
教
材

機
材
の
貸
し
出
し
は
、
時
代
の
流

れ
に
よ
り
実
績
も
低
調
で
あ
る
。

　

�　

ま
た
、
本
年
３
月
末
で
適
応
指

導
教
室
「
け
や
き
教
室
」
も
役
目

を
終
え
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
教

育
委
員
会
の
事
業
は
、
視
聴
覚
教

材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
だ
け
に
な
る

こ
と
か
ら
も
、
視
聴
覚
教
材
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る

が
、
理
事
長
の
考
え
を
問
う
。

�　

�　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
昭
和
43
年
に
黒
川
郡
視
聴

問答 視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
の

在
り
方
に
つ
い
て

黒
川
浄
斎
場
に
つ
い
て

　
佐
々
木　
春　
樹 

議
員

（
大
衡
村
）

　
千　
坂　
裕　
春 

議
員

（
大
和
町
）

質
問
者

質
問
者 一
般
質
問

庄　
子　
明　
宏 

氏

（
大
衡
村
教
育
委
員
会
教
育
長
）

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

�　

�　

黒
川
浄
斎
場
は
、
昭
和
59
年
３

月
竣
工
の
施
設
で
あ
る
。
以
下
に
、

理
事
長
に
伺
う
。

　

①�

火
葬
場
の
名
称
が
「
黒
川
浄
斎

場
」
で
あ
る
が
、
意
図
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

　

②�
待
合
室
の
３
室
中
１
室
が
、テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
の
対
応
が
完
了
し

て
い
る
。
早
急
に
残
り
２
室
の

同
時
整
備
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

�　

�　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県

内
の
火
葬
場
に
お
い
て
「
浄
」
の

文
字
を
使
っ
て
い
る
所
は
当
組
合

の
み
で
、
昭
和
59
年
２
月
25
日
、

当
時
の
黒
川
地
区
行
政
事
務
組
合

議
会
定
例
会
に
て
、
火
葬
場
条
例

が
可
決
さ
れ
名
称
が
「
黒
川
浄
斎

場
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
火
葬
場
と
い
う
名
称
よ
り
も
イ

メ
ー
ジ
が
よ
く
響
き
の
よ
い
名
と

い
う
事
で
斎
場
に
し
た
」
と
の
回

答
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
辞

問答

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
障
害
支
援
区

分
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
指

定
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

公
立
黒
川
病
院
使

用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョン
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

議
案
第
17
号

議
案
第
18
号

　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

同
意
第
１
号

限りない未来に向けて…広域行政
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令
和
３
年
度

各
種
会
計
予
算

　
令
和
３
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で
、
令
和
３
年
度
の
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
、
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
、
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会

特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入説明
分担金及び負担金 当組合を構成する４市町村からの負担金

使用料及び手数料 黒川浄斎場の使用料、し尿及び浄化槽汚泥処分手数料、消防法に規定
する危険物の許認可に係る手数料等

国 庫 支 出 金 廃棄物処理施設モニタリング事業に係る補助金

県 支 出 金 県から移譲された事務に対する交付金，東京オリンピック開催に係る
消防・救急体制整備補助金等

財 産 収 入 組合が保有する土地の占有料や財政調整基金の預金利子等
繰 入 金 財政調整基金からの繰入
繰 越 金 前年度においての決算剰余金を本年度会計に繰り越すもの
組 合 債 地方債借入れによる資金
諸 収 入 上記以外の収入

負担金内訳表　� （単位：千円）
構成市町村各種会計 富谷市 大和町 大郷町 大衡村 合　計

一 般 会 計 722,559 800,466 310,071 265,203 2,098,299

一
般
会
計
内
訳

総 務 費・ 議 会 費 47,307 32,278 19,642 18,366 117,593
民 生 費 20 20 20 20 80
衛 生 費 27,389 331,716 126,124 121,746 606,975
消 防 費 647,663 436,346 164,242 125,034 1,373,285
教 育 費 180 106 43 37 366

介護認定審査会特別会計 5,407 4,364 2,862 1,968 14,601
障害支援区分認定審査会特別会計 372 433 175 144 1,124
病 院 事 業 会 計 51,810 298,901 74,726 72,734 498,171

合　　　計 780,148 1,104,164 387,834 340,049 2,612,195
●富谷市はごみ処理を市単独で行っているため、衛生のうちのごみ処理費に係る経費の負担はありません。
●訪問看護ステーション事業会計に係る構成市町村の経費の負担はありません。

　歳入・歳出の総額をそれぞれ21億8,444万２千円とし、前年度と比較しますと２億7,460 万４千円の減額（11.2％）となります。主な事業については、衛生部門においてはし尿
処理施設及び一般廃棄物最終処分場の整備方針検討業務委託等を実施し、施設更新に向け ての準備を引き続き進めてまいります。消防部門においては、老朽化が進んでいる消
防本部庁舎の建設に向け、消防本部新庁舎整備事業設計業務を実施するほか、高規格救急 車や救命ボートの更新により、消防力のさらなる強化を図ってまいります。
　なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の96.1％です。

分担金及び負担金
2,098,299

（96.1％）

国庫支出金 1,953
（0.1％）

繰越金 1,090（0.1％未満）

使用料及び手数料
13,271（0.6％）

〔単位：千円〕

歳入総額
2,184,442

諸収入 14,412（0.6％）
繰入金 15,259（0.7％）

財産収入 35
（0.1％未満）

県支出金 3,523
（0.2％） 組合債 36,600

（1.7％）

広域くろかわ
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　歳入・歳出の総額をそれぞれ21億8,444万２千円とし、前年度と比較しますと２億7,460 万４千円の減額（11.2％）となります。主な事業については、衛生部門においてはし尿
処理施設及び一般廃棄物最終処分場の整備方針検討業務委託等を実施し、施設更新に向け ての準備を引き続き進めてまいります。消防部門においては、老朽化が進んでいる消
防本部庁舎の建設に向け、消防本部新庁舎整備事業設計業務を実施するほか、高規格救急 車や救命ボートの更新により、消防力のさらなる強化を図ってまいります。
　なお、財源に占める市町村負担金の割合は、予算総額の96.1％です。

歳出説明
議 会 費 議会の開催に要する経費

総 務 費 人事や給与の管理、事務所庁舎等の管理、広報
誌の発行、監査等に要する経費

民 生 費 老人ホーム入所判定委員会の開催に要する経費

衛 生 費
黒川浄斎場（火葬場）、環境衛生センター（し尿
処理）、環境管理センター（ごみ処理）、最終処
分場、各施設の運営に要する経費

消 防 費 火災、救急の出場、火災予防業務、救急救命士
の育成等に要する経費

教 育 費 視聴覚教材センターの運営に要する経費

公 債 費 借入金の元利償還に要する経費（衛生費11件、
消防費８件）

一般会計における主な事業
事　業　名

衛 生 費

火 葬 場 費

・火葬等業務委託
・火葬炉設備修繕工事
・和室用テーブル・イス購入
・霊砂分離機購入

し尿処理費

・し尿処理施設管理業務委託
・し尿施設整備方針検討業務委託
・生活排水基本計画策定業務委託
・し尿処理施設整備工事

ごみ処理費

・焼却炉運転管理業務委託
・�焼却施設主要設備点検整備・清掃
業務委託
・炉内耐火物補修工事
・粗大ごみ処理施設整備工事
・廃プラスチック処理施設整備工事

最終処分場費

・最終処分場維持管理業務委託
・�一般廃棄物最終処分場改善計画及
び新処分場整備構想策定業務
・浸出水処理施設整備工事
・自動給水装置更新工事
・防災調整池法面シート補修工事

消 防 費

消 防 費

・富谷消防署エアコン改修工事
・富谷消防署仮眠室防寒対策工事
・救命ボート更新
・連絡車更新
・高規格救急車更新
・�消防庁舎整備事業基本実施設計業
務委託

　当組合は、構成市町村（富谷市、大和町、
大郷町、大衡村）における、環境衛生、消
防、病院、介護認定審査会及び障害支援区
分認定審査会などの事務事業を共同で行い、
効率よく、公平なサービスを提供するため
に設置されたものです。
　組合の財源のほとんどは各市町村からの
負担金となっており、その内訳は右のとお
りです。

市町村負担金内訳（各種会計合計）

一般会計

〔単位：千円〕

歳出総額
2,184,442

衛生費
563,137
（25.8%）

公債費 130,818（6.0%）

消防費
1,371,602

（62.8%）

教育費 376
（0.1%未満）

予備費 100（0.1%未満） 議会費 2,516（0.1%）
総務費 115,813

（5.3%）
民生費 80

（0.1%未満）

387,834千円387,834千円

780,148千円780,148千円

340,049千円

1,104,164千円

限りない未来に向けて…広域行政

9 広域くろかわ 令和３年４月号



　歳入・歳出の総額はそれぞれを1,461万４千円
となっております。審査会委員40名による８合議
体で審査判定を行います。

介護認定審査会特別会計
介護認定審査会特別会計　� （単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

分担金及び負担金 14,601
介護認定
審査会費 14,614繰　越　金 1

諸　収　入 12
合　　計 14,614 合　　計 14,614

　歳入・歳出の総額はそれぞれを112万６千円と
なっております。審査会委員10名による２合議体
で審査判定を行います。

障害支援区分認定審査会特別会計
障害支援区分認定審査会特別会計　�（単位：千円）

歳　　入 歳　　出
科　　目 予算額 科　　目 予算額

分担金及び負担金 1,124 障害支援
区分認定
審査会費

1,126繰　越　金 1
諸　収　入 1
合　　計 1,126 合　　計 1,126

　公立黒川病院は、指定管理者である公益社団法人地域医療振興協会へ
管理運営を委託しています。指定管理者においては医療を取り巻く厳し
い環境の中で病院経営に鋭意努力しており、安定的に推移しています。
　構成市町村からの負担金は、総額４億9,817万１千円で、企業債償還、
指定管理者への運営交付金及び医療機器等の整備事業に充てられます。

病院事業会計

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

収益的収入

医 業 収 益 2,898,535 入院や外来、健康診断等による収入
医 業 外 収 益 187,167 構成市町村からの負担金、補助金及び預金利子等による収入
特 別 利 益 1

（153,248） 収益的収入のうち、市町村からの負担金

収益的支出
医 業 費 用 3,227,842 指定管理者への交付金、職員の給与、減価償却等に要する費用
医 業 外 費 用 37,008 企業債や一時借入金の利息用に要する費用
特 別 損 失 1

経 常 利 益 △179,148

資本的収入
関係市町村負担金 344,923 企業債償還に係る構成市町村からの負担金
企 業 債 51,900 医療機器整備事業に係る借入資金
補 助 金 24,673 電子カルテシステム更新分企業債償還に係る指定管理者負担金

資本的支出
企 業 債 償 還 金 368,496 企業債元金償還
建 設 改 良 費 52,000 医療機器整備事業
リース資産購入費 1,000

（単位：千円）
区　分 予算額 摘　要

事 業 収 益 52,443 訪問看護サービス提供
による収入

事業外収益 1

事 業 費 用 52,443 訪問看護サービス提供
による支出

経 常 利 益 1

　くろかわ訪問看護ステーションは、指定管理者で
ある公益社団法人地域医療振興協会へ管理運営を委
託しています。なお、この事業収益は、すべて指定
管理者への運営交付金として支払われます。
　今年度も在宅療養者がより快適な療養生活を送れ
るよう、利用者のニーズにこたえた看護サービスに
努めてまいります。

訪問看護ステーション事業会計

広域くろかわ
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火
災
の
原
因
は
様
々
で
す
が
、

大
半
が
こ
の
間
違
い
、
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
も
の
で
す
。
や

る
べ
き
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
時

に
や
る
べ
き
こ
と
を
し
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
し
た
時
に
起
こ
り
ま
す
。

　

火
を
使
っ
て
い
る
時
の
間
違
い
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
火
災

が
昨
年
当
管
内
で
は
10
件
以
上
発

生
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ガ
ス

コ
ン
ロ
か
ら
の
火
災
、
害
虫
駆
除

等
の
際
に
使
用
し
た
バ
ー
ナ
ー
に

よ
る
火
災
、
焼
却
行
為
に
よ
る
火

災
、
ま
た
焼
却
行
為
か
ら
火
が
服

に
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

同
じ
火
災
を
二
度
と
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
の
地
域
か

ら
火
災
を
無
く
し
、
皆
さ
ま
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と

な
る
よ
う
一
人
ひ
と
り
、
火
気
の

取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器（
以
下「
住

警
器
」）は
、
火
災
の
熱
や
煙
を
感

知
し
て
警
報
音
で
知
ら
せ
て
く
れ

る
の
で
早
期
発
見
に
有
効
で
あ
り
、

逃
げ
遅
れ
等
に
よ
る
死
傷
者
の
発

生
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
一
般
的

に
は
電
池
で
作
動
し
ま
す
。

　

火
災
を
感
知
す
る
た
め
に
常
に

作
動
し
て
お
り
、
そ
の
電
池
の
寿

命
の
目
安
は
約
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

住
警
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た

め
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

「
住
警
器
を
付
け
て
い
て
よ
か
っ

た
。」と
い
う
事
例
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
住
警

器
が
適
切
に
作
動
す
る
よ
う
、
火

災
予
防
運
動
の
時
期
な
ど
に
定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
い
、
適
切
に

交
換
を
行
う
よ
う
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

気
を
付
け
て
‼

 

～
火
災
に
潜
む

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
～

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
定
期
的
な
動
作
確
認
と

目
安
は
約
10
年
で
取
替
を
‼

左から今川さん、佐々さん、山根さん

　

令
和
２
年
12
月
21
日（
月
）12
時

30
分
頃
、
大
郷
町
川
内
字
作
田
畑

地
内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
際

し
、
付
近
道
路
を
通
行
中
の
山
根

さ
ん
、
佐
々
さ
ん
、
今
川
さ
ん
は
、

い
ち
早
く
火
災
を
発
見
し
直
ち
に

１
１
９
通
報
及
び
現
場
に
急
行
し
、

自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
積
極
的
に

初
期
消
火
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
隊
到

着
後
も
情
報
提
供
な
ど
活
動
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
他
の
模

範
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
勇
気
あ
る

行
動
に
消
防
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

（単位：Bq/kg）
採取月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

令和 2年12月 ０ 72 72
令和 3年 1月 ０ 31 31
令和 3年 2月 ０ 37 37

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。
� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

消
防
業
務
協
力
者
表
彰

〜
感
謝
〜
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も
う
一
度
、
マ
ス
ク

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
度
、
マ
ス

ク
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
に
は
２
つ
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
「
自
分
が
感
染
し
な

い
」
た
め
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は

「
他
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
」
た
め

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
の
は
、

「
症
状
が
な
い
人
か
ら
」
も
感
染
す

る
か
ら
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
熱
な
ど
の

「
症
状
が
出
て
か
ら
」
他
人
に
感
染

な
ぜ
マ
ス
ク
？

１
だ
れ
が
マ
ス
ク
？

２

さ
せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
、
半
数
近
く
の
人

が
「
症
状
が
出
る
前
」
に
感
染
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
他
の
人
に
感
染
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、「
症
状
が
な
く

て
も
」
マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

有
効
で
す
！
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
大
半
は
、
飛
沫
か
ら
感
染
し
ま

す
が
、
飛
沫
は
咳
や
く
し
ゃ
み
だ
け

で
な
く
、
歌
や
会
話
で
も
発
生
し
ま

す
。
マ
ス
ク
は
、
飛
沫
の
発
生
と
吸

い
込
み
の
両
方
を
抑
え
て
く
れ
る
の

で
す
。

　

下
図
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
会
話

の
時
に
、

①�

聞
き
手
が
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
、

飛
沫
の
吸
い
込
み
を
47
％
減
ら
し
、

②�

話
し
手
が
マ
ス
ク
を
着
用
す
れ
ば
、

飛
沫
の
発
生
を
70
％
以
上
減
ら
し
、

③�

両
方
が
マ
ス
ク
を
す
れ
ば
、
飛
沫

の
吸
い
込
み
を
更
に
減
ら
し
ま
す
。

　

市
販
さ
れ
て
い
る
不
織
布
マ
ス
ク

が
お
す
す
め
で
す
。
一
時
は
品
薄
で

し
た
が
、
今
は
ど
こ
で
で
も
手
に
入

り
ま
す
。
布
マ
ス
ク
も
効
果
は
あ
り

マ
ス
ク
は
有
効
？

３
ど
ん
な
マ
ス
ク
？

４

ま
す
が
、
不
織
布
マ
ス
ク
に
は
劣
り

ま
す
。
ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
、
ネ
ッ
ク

ゲ
ー
タ
ー
（
首
周
り
を
あ
た
た
め
る

も
の
）
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
下
の
５
つ
の
場
面
で
は
、
感
染

の
危
険
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

場
面
１

　
　

�

飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

　

場
面
２

　
　

�

大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲

食

　

場
面
３

　
　

�

マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

　

場
面
４

　
　

�

狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

　

場
面
５

　
　

�

居
場
所
の
切
り
替
わ
り（
仕
事

か
ら
休
憩
室
・
喫
煙
所
・
更
衣

室
な
ど
）

　

い
ず
れ
も
、「
マ
ス
ク
な
し
で
会

話
が
発
生
す
る
」
場
面
に
な
り
ま
す
。

会
話
の
時
に
は
、
マ
ス
ク
を
着
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　

自
分
の
命
を
守
る
た
め
、
大
切
な

人
の
命
を
守
る
た
め
、
み
ん
な
で
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
マ
ス
ク
？

５

公
立
黒
川
病
院

副管理者
横道　弘直
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材
料こ

ん
に
ゃ
く　

�

１
５
０
ｇ

ニ
ン
ニ
ク　

�

１
片

ご
ま
油　

�

大
さ
じ
１

酒　

�

小
さ
じ
１

和
風
だ
し�

小
さ
じ
１
／
２

し
ょ
う
ゆ　

�

大
さ
じ
１

七
味
唐
辛
子
・
白
ご
ま各

適
量

青
ネ
ギ　

�

１
本

　

人
間
の
五
感
に
は
視
覚
・
聴
覚
・

触
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
嗅
覚
は
様
々
な
力
を
秘

め
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ま
御
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　

嗅
覚
（
匂
い
・
臭
い
）
は
味
覚
と

と
も
に
食
べ
物
の
味
を
感
じ
る
た
め

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
感
覚
で
す
し
、

草
木
な
ど
自
然
の
香
り
か
ら
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
た
り
、
香
水
や

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
で
香
り
を
楽
し
む
こ

と
も
出
来
ま
す
。
ま
た
、
腐
食
し
た

食
べ
物
、
火
事
や
ガ
ス
漏
れ
と
い
っ

た
臭
い
を
嗅
ぎ
と
る
こ
と
で
、
危
険

か
ら
私
た
ち
の
身
を
守
る
役
割
も
果

た
し
て
い
る
の
で
す
。
鼻
か
ら
匂
い

刺
激
が
入
る
と
、
鼻
腔
最
上
部
に
あ

る
嗅
細
胞
の
電
気
信
号
が
嗅
神
経
を

通
っ
て
脳
の
大
脳
辺
縁
系
や
大
脳
皮

質
嗅
覚
野
な
ど
へ
伝
わ
り
匂
い
（
臭

い
）
と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。

　

嗅
神
経
が
通
る
大
脳
辺
縁
系
に
は

記
憶
を
司
る
海
馬
と
い
う
領
域
が
存

在
し
ま
す
が
、
以
前
か
ら
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
方
の
多
く
は
嗅

覚
の
減
退
と
海
馬
の
萎
縮
（
記
憶
力

低
下
）
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
し
た
。
近
年
の
研
究
で
は
一

度
死
滅
し
た
嗅
神
経
と
海
馬
に
再
生

能
力
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
こ

で
認
知
症
予
防
や
症
状
改
善
を
試
み

る
方
法
と
し
て
「
嗅
覚
刺
激
法
」
と

い
う
嗅
覚
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
今
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ

で
始
ま
っ
た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
用
い

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
で
、
レ
モ
ン
・

ユ
ー
カ
リ
・
バ
ラ
・
ク
ロ
ー
ブ
の
香

り
を
そ
れ
ぞ
れ
各
10
秒
朝
晩
嗅
ぐ
と

い
う
お
手
軽
簡
単
な
方
法
で
す
。
鳥

取
大
学
の
浦
上
教
授
は
、
嗅
覚
を
刺

激
す
る
有
効
な
香
り
と
し
て
、
朝
は

レ
モ
ン
・
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
（
集
中
力

向
上
・
記
憶
力
強
化
効
果
）
を
、
夜

は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン

ジ
（
心
身
鎮
静
作
用
）
を
各
10
秒
嗅

ぐ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
３
ヶ
月
以
上
行

う
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
以
外
に
も
普
段
か
ら

「
意
識
し
て
匂
い
を
嗅
ぐ
」
と
い
う

心
が
け
で
も
嗅
神
経
や
海
馬
を
十
分

刺
激
で
き
る
そ
う
で
す
。
食
事
を

し
っ
か
り
味
わ
う
こ
と
が
何
よ
り
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。
私
た
ち
の
身
近
で
奥
深
い
匂

い
。
匂
い
を
も
っ
と
有
効
活
用
し
な

が
ら
、
皆
さ
ま
の
元
気
な
暮
ら
し
に

役
立
て
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

5
月
29
日
は
こ
ん
に
ゃ
く
の
日

で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
昔
か
ら

「
お
な
か
の
砂
お
ろ
し
」
や
「
胃

の
ほ
う
き
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
食
物
繊
維
の
豊

富
な
こ
ん
に
ゃ
く
を
食
べ
る
こ
と

で
体
に
不
必
要
な
も
の
を
掃
除
す

る
、
と
い
う
意
味
で
す
。
食
物
繊

維
は
大
腸
の
善
玉
菌
の
よ
い
エ
サ

に
な
り
排
便
を
促
し
大
腸
疾
患
を

予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
低
カ
ロ

リ
ー
で
弾
力
や
歯
ご
た
え
も
良
い

の
で
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う

に
な
り
、
満
腹
感
を
得
ら
れ
や
す

い
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
最
適
で
す
。

血
糖
値
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の

改
善
に
も

期
待
で
き

ま
す
。

作
り
方

①�

こ
ん
に
ゃ
く
は
切
り
込
み
を
入

れ
て
一
口
大
に
手
で
ち
ぎ
っ
て

か
ら
、
茹
で
て
ア
ク
抜
き
を
し

ザ
ル
に
上
げ
て
水
気
を
切
っ
て

お
き
ま
す
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
で
こ
ん
に
ゃ
く
を

強
火
で
か
ら
炒
り
し
、
ご
ま
油

と
み
じ
ん
切
り
に
し
た
ニ
ン
ニ

ク
を
加
え
て
さ
ら
に
炒
め
ま
す
。

③�

こ
ん
に
ゃ
く
の
切
り
口
が
固
く

な
っ
た
ら
酒
と
和
風
だ
し
を
入

れ
、
な
じ
ん
だ
ら
し
ょ
う
ゆ
を

回
し
入
れ
ま
す
。

④�

七
味
唐
辛
子
と
白
ご
ま
を
入
れ
、

汁
気
が
な
く
な
っ
た
ら
器
に
盛

り
、
み
じ
ん
切
り
し
た
青
ネ
ギ

を
の
せ
て
出
来
上
が
り
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
こ
ん
に
ゃ
く
のピリ

辛
炒
め
」

栄
養
室
室
長
　
小
岩
　
陽
子

注
目
！
認
知
症
予
防

～
嗅
覚
刺
激
法
～

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
　
　
　
　

作
業
療
法
士
　
千
葉
　
美
玲

限りない未来に向けて…広域行政
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令
和
元
年
９
月
に
着
工

し
た
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
施
設
が
３
月
22

日
に
落
成
式
を
迎
え
、
４

月
よ
り
運
転
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を

図
る
た
め
、
設
置
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
減
容
処

理
機
や
資
源
物
の
保
管
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理

棟
と
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

（
計
量
機
）
２
台
も
更
新
・

併
設
し
、
よ
り
効
率
的
な

事
業
運
営
が
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
し
た
。

　

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
施
設
は
リ
サ
イ
ク

ル
の
主
役
で
は
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
取
り
組
み

を
手
助
け
す
る
施
設
で
す
。

ま
ず
は
、
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
、
ご
み
に
な
ら
な
い

よ
う
に
再
使
用
（
繰
り
返

し
使
用
）
で
き
る
も
の
を

選
ぶ
こ
と
、
再
生
利
用

（
原
材
料
と
し
て
利
用
）

で
き
る
よ
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル

を
外
す
な
ど
地
域
の
皆
さ

ま
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

　

ご
み
を
減
ら
し
、
限
り

あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用

し
、
持
続
可
能
な
形
で
循

環
さ
せ
る
「
循
環
型
社

会
」
を
つ
く
る
た
め
、
今

後
も
適
切
な
施
設
の
管

理
・
運
営
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
み
の

減
量
化
・
分
別
へ
の
徹
底

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　

☎
３
４
２

−

２
２
１
８

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
施
設
運
転
を
開
始
！

適
応
指
導
教
室（
黒
川
け
や
き
教
室
）

閉
所
の
お
知
ら
せ

　
黒
川
け
や
き
教
室
は
、
構
成
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
心

の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
令
和
２
年

度
を
も
ち
ま
し
て
、
閉
所
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の

ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
13
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
の
20
年
間
、

黒
川
地
域
内
の
学
校
へ
行

け
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
児
童
生
徒
の
悩
み
を
や

わ
ら
げ
、
学
習
意
欲
や
自

立
心
、
社
会
性
等
の
育
成

を
図
り
、
学
校
生
活
へ
の

復
帰
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

平
成
13
年
４
月

　
�

富
谷
町
総
合
運
動
公
園
内

に
適
応
指
導
教
室「
黒
川

け
や
き
教
室
」を
開
所

平
成
23
年
５
月

　

�

東
日
本
大
震
災
で
け
や
き

教
室
使
用
不
可
と
な
り
、

大
和
町
小
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
地
内
に
移
転

平
成
26
年
４
月

　

�

富
谷
町
複
合
教
育
施
設-

け
や
き
館
内
に
移
転

令
和
３
年
３
月
31
日

　

�

適
応
指
導
教
室「
黒
川
け

や
き
教
室
」閉
所

　

令
和
２
年
度
事
業
と
し
て
資
機

材
搬
送
車
を
更
新
し
、
令
和
３
年

３
月
よ
り
黒
川
消
防
署
に
お
い
て

運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
配
置
し
て
い
た
資
機
材
搬

送
車
は
平
ボ
デ
ィ
（
屋
根
の
な
い

荷
台
ト
ラ
ッ
ク
）
の
た
め
、
資
機

材
等
の
積
載
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
更

新
し
た
車
両
は
パ
ネ
ル
バ
ン
仕
様

（
荷
台
部
分
が
パ
ネ
ル
製
の
四
角

い
箱
で
囲
わ
れ
て
い
る
）
の
た
め
、

積
載
容
量
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
当
車
両
は
緊
急
消

防
援
助
隊
と
し
て
災
害
時
に
現
場

へ
派
遣
さ
れ
る
活
動
隊
の
活
動
物

資
等
を
搬
送
支
援
す
る
役
割
も
果

た
し
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
車
両
の
最
大

限
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

黒
川
消
防
署

 

資
機
材
搬
送
車
更
新

【緊急消防援助隊とは？】
　1995年１月に発災した阪神淡路大震災の際、全国規模での災害派遣制度はなく、応援部隊の初動や活動の面で課題を残しました。それを
契機に同年６月、緊急消防援助隊制度が発足されました。現在は消火・救助・救急等の部隊に区分されており、災害の種類・態様に応じて全
国各地に出動できるよう、部隊種別ごとに全国の消防本部が部隊登録を行っています。
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